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ダ
グ
ヲ
ス
fc
對
す
る
若
干
の
批
判 

第
一.
魏> 

九
八
，

丨
、ジ
a
ン•
グ.
レ1
、
ロ
バ.
1.
ト
•
方I

エ.
ゾ
、
ロ 
|
ト
ベ
ル
ト
ス
等
の
_
働
貨
幣
論
ミ
の
比
^
檢
討
4>
要
す
るW

做
す
港
で
あ
る
こ
i

一
 

首 

す
§-
に
|1
;
め.
る
0 

•

終
.
リ
に
筆
者
は
：御
多
忙
»|
»

に
も
枸
.ら
す
親
し
く
本
掐
即
請

の

勞
を
趴
ん
れ
た
余
原
^
た
助
敎
授
に
趣
き
感
謝

の

意
を
表
す
る

O
C

S

和
四
年
十
，
 

1

月
四 
p

m
I L〕

 

.

.

.
：

、

R
o
g
e
r

 Mauduit, 

Auguste C
o
m
t
e

 

et la science

rDNCOBmique, 

IMD
2
9
.

%

ン
ト
の
I

ら
る
"

t

は
極
め
て
多
ぃ
。
併
し
乍
ら
、
S

I

!

研
I

象
は
、
殆
r 

全

く
1
'1

. #
學」

亂
^

者
^

し

て

の

.
ゴ

ン

ト

で

あ

へ

實

證

哲

學

漭

 

<
 し
て
の
彼
れ
で
あ
る
。
其
の
明
®

は
恐
ら
く
、
 

f
i n【

の
、
全

著

丨

作

が

一

一

太

卷

の

多

S

及
び
、
且
つ
其
の
中
S

だ
浩
f

る「

實

證

哲

壽
義
じ
並
ド「

實
證
政
治 

導
體
° ^」

を
*

ふ
る
^

拘
ら
ず
、彼
れ
の
最
大
關
心
事
が
專
ら「

社
會
學」

及
び
實
證
哲
學

局̂
限
せ
ら
る
、
か
ら
で
あ 

秦
ょ
ジ
乙
の
黑
に
方
け
る
彼
れ
の
貢
献
ど
其
の
影
響V

J

の
極
め
て
大
な
る
こV

J

は
異
論
な
へu 

ろ
で
あ 

る
0
1然
か
も
、

コ
ン
ト
は
實
證
哲
學
を
基
礎
ど
す
る「

社
會
學」

を

說

く
(1
同
時
に
、
經
濟
學
に
關
す
る
許
多
の
車
废 

な
る
批
判
ビ
I

ど
を
企
圖
し
て
f

。
而
し
てM

の「

社
食
學」

の
一
部
£

て
說
く
經
濟
卵：

論
が
、
其
の
後
の
®
 

濟

學

,芻
逸
歷
皮
學
派
k

大
な
る
影
響
？:
及
ぼ
し
た
乙
ど
は
拒
む
.こV

J

が
出
來
なS

。

妓
k
§
5
介
せi

v
j

す 

る
モ
ォ
デ
ュ
ィ
の「

コ
ン
ト
ど
經
濟
學」

は
、
經
濟
學
者V

J

し
て
の
コ
.
ン
ト
を
論
じ
た
最
初
の
著
作
で
あ
.る
0

筆
者
ょ
、
 

他
H

稿
を
改
め
、
佛
蘭
西
經
濟
學
k

於
け
る
社
會
學
派
研
究
の
一
節
^

コ
ン
ト
を
論
じ
度
い
ど
希
つ
て
居
^ /
ハ
卞
裔 

k

K
て

は

^

ら
く
前
掏
書
の
節
單
な
る
紹
介
^

ど
で
め
る
所
以
で
あ
る
。

-
近
代
著
作
家
の
著
書
の
中

於̂
て
國
富
並
k

乙

れ
it

關
：係

あ

る

諸

書

を

雛

く

. VJ

さ
、經
濟
學
ビ
稱
せ
ら

負 
二 T

*
a
i

 

卷

广

九
九〕

Roger Mauduit, 

Auguste 

C
o
m
t
e 

et la scisce 6conomique, 

I
Q
2

9
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一
〇
〇〕

R
oger  M

auduit,  A
uguste  c

ite

 et  

l
a

 scien
ce

owco
n
iiq

u
e
,  

1
9
2
9.

第 I  
號

！

〇
〇

る
：、
も
の
は
、
言
辭
の
亂
用
で
あ
6

然
か
も
こ
れ
を
1

個
の
科
學
た
ら
し
め
ん
ど
し
て
無
益
に
苦
し 

ん
で
居
る
ビ
の
確
信
が
直
ち
S

じ
來
る
も
の
で
あ
る」

一

s
f

p

多I
f35

l
3

 

モ
ォ
デ
ュ
ィ
は「

コ
ン
ト
$

»

胄
學」

の
胃
頭
に
斯
く
の
如
刍
ボ
ナ
ァ
,

瞑
想
錄
中
の
ー
節
5 :

揭
げ
て
居
る
。
此
は 

恐
ら
く 

n

ゾ
ト
が
ジ
ョ
セ
フ

•

ド
•

メ
ェ
ト

,

'
 

ラ
ム
ネ
、
ボ
ナ
ァ
ル
^
於
け
る
甚
督
敎
的
社
會
學
の
影
響
を
う
け 

(

| ?
4

^

1

| 7
|

^

軸
_

救)
、
經
濟
學
の
論
现
的
完
成
を
求
め
て
こ
れ
を
其
の
.

「

社
會
學」

の
中
^
包
攝
せ
し
意
味
を 

示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
、
何
故
に
コ
ン
ト
は
經
濟
學
の
科
學
^

し
て
の
獨
立
性
を
疑
ひ
"
社
會
學
の
鄭
設
を 

企
圖
し
た
か
。 

.

先
づ
本
書
の
第
一
章
は
、

コ
ン
ト
が
如
|

:

^
し
て
經
濟
學
の
批
判
者
^

な
つ
た
か
の
經
緯
を
說
い
て
居
る
。

乙
、

R

謂
ふ
經
濟
學
が
當
時
R

至
る
迄
の
自
由
主
義
經
濟
學
た
る
乙
ビ
は
勿
論
で
あ
る
。
著
者
モ
ォ
デ"

ィ
は
コ
ン
ト
の 

經
濟
學
に
對
す
る
態
度
を
前
後
兩
期
^

分
ち
、

一
八
一
五
年
よ
6

同
ニ
0

年
頃
迄
を
其
の
前
期
、
其
れ
以
後
を
後
期 

ビ
し
て
居
る
。
理
工
科
學
校
時
代
の
若
さ
コ
ン
ト
は
自
由
主
義
者
R

し
て
？
自
由
主
義
經
濟
學
の
讃
美
者
で
あ
つ
た 

(

l

f r

だ
れ)

。

一
八
一
六
年
該
學
校
を
退
い
て
後
も
、

コ
ン
ド
.ル

セ工
、

モ
ン
一K

ス
キ
ュ
ゥ
を
賞
讃
し
、
ヒ
r

ム
、

ス
ミ
ス
に
敬
服
す
る
乙
ど
極
め
て
大
で
あ
つ
た
。
社
會
R

關
す
る
一
切
思
索
の
某
礎
^

な
る
も
の
は
、

ス
ミ
ス
に
よ 

つ
て
建
設
せ
ら
れ
た
る
經
濟
學
で
あ
る
ど
考
へ
て
居
る
。
素
よ
う
、
コ
ン
ト
は
ナ
ン
•

シ
モ
ン
の
影
響?:
う
く
る
以
前 

よ
う
、
當
時
に
於
け
る
經
濟
學
の
不
完
全——

其
の
狭
.S

な
る
事
實
S

科
學
的
特
質
の
缺
如
^
を
認
め
て
居
扛
。
け 

れ
ざ
も
、
一
八一

八
弗
は
じ
め
て
ナ
ン
•
シ
モ
ン
の
門
^

入
る
^

及
ん
で
殆
'ぐ」

熱
情
的
^

其
の
師
の
思
想
を
^

$
い
れ 

た
の
で
あ
る
。 

..

一
八
ニ
〇
年
頃
よ
6

、
サ
ゾ
•
シ
モ
ン
も
コ
ン
ト
も
、次
第

^

經
濟
的
自
由
主
義
よ
う
遠
か
つ
て
行
つ
た
。
事
實
上
、

あ
る
意
味
^

於
て
、
サ
ン
• ■

シ
モ
ン
の「

產
業
主
義」

は
絕
え
ず
變
ク
行
く
彼
れ
の
思
想
の
一
象
相
紀
す
ぎ
ざ
る
も
の
で

ĝmHBPH!aBIBSKBggg!BBgaaMgMHW
IaBM!!gaM!gsM8sasBgiBasm

B8iM
BEagBm

m
Bm

gagm
aBiBM

aaKm
Bm

agaM
M

aBaM
BBBB8Bwa8Baisaam

aag8gM
M
M
aaua6am

gaBaaasaBaM
aaM

BagB88asBW
BSaaaEgw

aw
M

îBl̂
aaalM

M
Sy.

IB

あ
る
。而
し
て
コ
ン
ト
k

於
け
る
政
治
的
自
由
主
義
の
放
棄
は
、必
然
的
^

彼
れ
を
し
て
經
濟
的
自
由
主
義
ょ
6

離
隔 

せ
し
め
た
。
こ
、
に
文
、

コV

ト
及
び
サ
ン
•
シ
モ
ン
を
し
て
經
濟
學
ょ
み
益
々
遠
か
ら
し
•
め
た
新
事
實
が
生
じ
た
。
 

ジ
ョ
セ
フ«
ド
*
メ
ェ
ト
ル
の「

法
王
論」

の
出
現
は
其
れ
で
あ
る
。
ド
•
メ
ェ
ト
\
^

從
へ
ば
、
統
一
は
社
會
k
於
け
る 

究
極
の
目
的
で
あ
る
。
破
滅
€
死
ビ
の
萠
芽
た
る
異
端
ど
統
一
の
否
定
^
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
^

ょ
つ
て
廢
除
3
れ 

ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
、
コ
シ
ト
は

.事
實
上
經
濟
的
自
由
ょ
6

生
じ
た
る

社
會
鬪
#
?:.
明
白
に
認
め
た
。
 

雇
主
ビ

罾
®

者
ビ

の
間
^

は
極
め
て
明
®

な
る
利
害
の
對
立
が
あ
る
0

競
爭
S
自©

 W

は
雇
主
を
し
て
其
の
地
位
を 

亂
用
せ
し
め
、
其
の
た
め
^

搾
取
の
事
實
が
生
ず
る
€
謂
つ
て
居
る
。

コ
ン
ト
に
於
て
、
こ
の
社
會
l i
l

爭
は
社
會
の 

階
段
的
發
展
ビ
知
的
改
良
に
ょ
つ
て
解
決
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
。

こ
、
に
コ.

ン
ト
に
於
け
るS

學
者
の
影
響
が
認 

め
ら
れ
る
。
ボ
ナ
ァ
，
の「

一
般
的
意
志」

'K
•
メ
ュ
ト
グ
の
社
會
法
則
が
コ
ン
ト
に
於
け
る
社
會
槪
念
の
詖
礎
ヾ
し
な 

る
の
で
あ
る
。

コ
ン
ト
^

於
い
て
、
個
人
は
、全
體
の
從
屬
物
^

す
ぎ
ぬ
。_

乙
の「

集
合
f

性」

の
理

論

、
個
人
の
價
値 

の.
不2
定
が
、.

彼
れ
を
し
て
必
然
的
^

個
人
主
義
及
び
自
由
主
義
經
濟
學
の
否
定
^
導

い

巧

然

か

も

.、

コ
ン
卜
の
眼 

前
^

は
、「

自
然
的
秧
序」

の
薄
弱
性
を
明
示
す
る
經
濟
的
事
象
の
變
革
が
生
じ
た
。
佛
蘭
西
に
於
け
る
產
業
革
命
の 

完
成
^
著
し
き
經
濟
上
の
進
步
ど
が
其
れ
で
あ
る
。
斯
く
し
て
、.

コX

卜
は
遂
R

自
由
主
義
經
濟
學
の
敵
ど
な
つ
た 

の
で
あ
る
。

.
著
書
モ
ォ
デ
ュ
イ
は
、續
い
て
、
經
濟
學
k

對
す
る
コ
ン
ト
の一

般
的
批
判
? :
述
べ
て
居
る
？ n  

X

ト
の
經
濟
學
に 

關
す
る
知
識
は
決
し
て
深S

も
の
で
は
な
か
つ
た
。
併
し
乍
ら
、
ナV

*

シ
モ
ン
の
門
下V」

な
つ
て
か
ら
、
セ
イ
、
デ
ュ 

ヌ
ヮ
ィ
エ
、

シ
ャ
ル
ル
•
コ
ゾ

ト
ど
往
復
し
、
ヒ

r

ム
、

.ス
ミ
ス
R

私

淑

し

た

。

あ

る

，
意

味

^

於

.
いて
、
コ
ン
ト

は
®

學
M
 

想
上
に
於S

て
ヒ
ュ
ー
ム''の

子
で
あ
ぅ
、其
の
偷
理
觀
R

於
い
て
ス
ミ
ス
の「

道
徳
情
操
^」

に
學
ぶ
も
の
で
あ
る
.：。又
、
 

「

實
證
哲
學
講
義」

第
四
卷
第
七
章
に
は「

不
朽
の
名
著j

V」

し
て「

國
富
論」

が
擧
げ
ら
れ
て
居
る
P「

人
口
論」

も
ホ
、
コ

.

第
二
十
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(

1
0ー一)

R
o

g
e

r

 

M
a
u
d
u
i
t
,

 

A
u
g
u
s
t
e

 Comte 

e
t

 

l
a

 

s
c
i
e
n
c
e

 

6
c
o
n
o
m
i
a
u
e； j, J

9
2G

.

热
一
^

1
0ニ

ン
ト
0
書
齊

k

M
せ
ら
れ
て
あ
つ
た
。
こ
の
外
、
ベ
ン
タ
ム
、
デ
タ
ュ

„

ド
®
ト
ラ
シ
イ
、
ク

ー

ル
ノ 

I
マ
し
學̂]
上

の
 

交
涉
が
あ

{

、
且
つ
、
ジ
ョ

.ン
•
ス
チ
ュ
ァ
ァ
ト

*
ミ
ル

^

の
交
友
が
一
八
四

.

1

年
十
一
月
十
二
日
よ
う
同
四
七
年
五 

月
十
八
日
迄
纘
い
た
こ
ビ
は
、
周
知
の
通
々
で
あ
る
0

社
會
改
良
家
に
し
て
コ
シ
ト
ど
交
涉
の
あ
る
も
の
^
、ザ

シ
モ
ン
の
外
ル
イ

•

ブ
ラ
ゾ
、

ブ
ル
ド

V
、

、、コッ
ド
ゥ
イ
ン
、
ゥ
ォ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
、

オ
オ
エ

ン
、
フ
ゥ
リ
エ

、
 

力
.ベ
エ
フ
ビ
エ
工
ダ
ル
ゥ
、シ
ス
モ
ン
デ
イ
が
あ
る
。
コ
ン
ト
は
、
學
ど
し
て
の
富
の
科
學
の
廢
棄
ど
經
濟
的

s

由
^

對
す
る
厕
爭
ビ
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
が
、
乙
の
努
力
は
當
時
の
社
會
改
&

家
の
其
れ
ど
次
の
ニ
點
R

於
て
興 

つ
て
居
る
。
第

I

は.
、
批
判
の
科
學
的
態
度
で
あ
气
第
二
は
、
、知
的
、精
神
的
改
度
の
企
圖
で
あ
る
。
斯
く
し
て
、
 

實
證
哲
學
V
J
跋
礎
ど
す
る
社
會
學
を
建
徵
し
、.
社
會
發
展
^

於
け
る
神
學
時
代
、
形
而
上
學
時
代
、
科
學
時
代
な
る 

三.
階
段
の
法
則
を
樹
立
し
た
b

コ
ゾ
ト
^

從
へ
ば
、：
，經
濟
學
は
、
本
質
上
、
形
而
上
學
時
代
の
一
產
物
で
あ
う
、
明
ら 

か
^

廢
滅
へ
の
道
を
迎
6

行
く
べ
き
特
質
を
'具
有
す
る

.

も
の
で
あ
る
。
經
濟
學
に
於
け
る
抽
象
的
演
繹
的
方
法
は
棄. 

て
ら
れ
、.

歷
史
的
比
較
的
方
法
が
、
こ
れ
^

代
る
べ
&

も
の
で
あ
る(

|
|_

|;
講)

。
コ
ン
ト
は
、
社
會
税
象
R

於
け
る 

法
則
の
存
在
を
認
め
る
。
併
し
乍
ら
、
彼
れ
に
從
へ
ば
"

斯
る
法
則
は
時
間
的
な
る
發
展
過
猫
^
於
い
て
觀
察
せ
ら 

る.
ベ
さ
で
あ
る
。.
コ
ン
ト
k

於
け
る
歷
史
的
相
對
主
義
は
乙
れ
で
あ
る
。
素
よ
{

、.

彼
れ
以
前
に
、
祉
會
學
的
法
則 

の
相
對
主
義
を
究
明
し
た
者
は
多
い
。
け
れV」

も
、
相
對
主
義
の
精
確
な
る
定
式v

j

社
會
法
則
の
歷
史
的
可
變
性v

j  

を
提
示
し
た
も
の
は
、

コ
ン
ト
を
以
て
嚆
矢v

j

す
る
。

こ
の
故
^

、

コ
ン
ト
の
社
會
學
は
、
种
學
た
.る
限
6

、
歷
史 

學
k
屬
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

コ
ン
ト
を
以
て
歴
史
哲
學
者
ヒ
な
す
の
は
乙
の
，故
で
あ
る
。

'方
法
論

^
し
て
の
經
濟
學
批
判
の
外
に
、

n

ン
ト
?:
し
て
.經
濟
學
よ
う
乖
離
せ
し
め
た
他
の
理
凼
は
、■
當
時
の
社 

會
問
題
に
對
す
る
經
濟
學
者
の
無
關
心
な
る
樂
觀
的
態
度
で
あ
る
。
產
業
革
命
の
：子V

J

し
て
生
れ
た
る
大
產
業

V
J

經 

濟
的
自
由

v
j

は
、圖
ら
ざ
る
困
雛
事
を
惹
.さ
起
し
た
0

一
 

八
二
八
年
頃
、旣
it
コ
ン
.ト
は
機
械
使
用
の
勞
_
者
に
及
ぼ

す
位
險
を
諧
め
て
®

っ
たO

被
れ
は
、
經
濟
學
者
♦か

樂

觀

的

態

度

を

以

て

，
：

HI

然
的
秩
序
を
說
く
の
不
可
能
を
確
信
し 

た
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ュ

ン
テ
ィ
ユ
ー
ル
の
所
謂
十
八
世
紀
哲
學
の
敵
ド
*
メ
ュ
ト
，
、
ボ
ナ
ァ
ル
.、
ラ
ム
ネ
の
恐
想
化 

1.
聲
せ
ら
ネ
た
反
他
入
r̂
,
HrJ
1
論

が

そ

の

亂
-調
>/

」

な
る
も
の
で
あ
る
。
猶
ほ
、
經
濟
學
な
る
名
辭
の
不
明
確>/J

混 

亂
ど
R

對
す
る
コ
ン
ト
.の
非
難
^

對
し
て
、
著
者
モ
ォ
デ
ュ
ィ
は
次
の
如
き
.評
言
を
加
.へ
て
居
る
。
日
く
、「

經
濟
學 

な
る
名
辭
の
不
明
確
を
難
ず
る
は
、
ミ
ネ\

グ
ァ
の
如
く
デ
.
t
ヒ
タ
ァ
の
腦
髓
ょ

.6
武
裝
し
て
跳
び
出
し
來
ら
ざ
る 

を
恨
む
^

等
し
い」

ど
0

コ' 
ン
ト
は
以
上
の
如
く
、
經
濟
學
の
破
壊
を
企
っ
る
の
み
な
ら
ず
、
あ
る
意
味
^
於
い
て
、
N
Cの
W

雜
設
R
努
力 

し
、
富
の
現
象
を
以
-て
一
般
的
社
會
學
の
中
^

包
攝
せ
し
め
た
。
而
し
て
、
彼
：の
經
濟
理
論
は
生
産
論
、
階
級
闘
爭 

論
、
勞
鈒
論
等
^
限
定
せ
ら
れ
て
居
る
。
コ
ソ
ト

k

從
へ
ば
、
生
產V

J

は
社
會
R

從
屬
す
る
各
人
が
、
社
會
的
利
益 

を
目
的V

J

し
て
遂
行
す
る一

機
能
で
あ
'る
。.
從
っ
て
財
產
は
社
食
的
特
質
?:
有
す
べ
^

も
の
で
あ
る
。
故
^
國
家
の 

獨
能
は
.ミ
の
社
會
的
特
'質
を
作
用
せ
し
.む
る
纪
在
る
。
併
し
乍
ら
、
彼
れ
は
反
個
人
主
義
者
た
る
ど
同
難
、
又
、
反 

國
家
主
義
者
で
あ
っ
た
。
國
家
に
ょ
る
生
產
の
統
制
、
組
_

は
、
乙
れ
を
認
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
lh
會 

主
義
共
，產
主
義
^
對
す
る
コ
ン
ト
の

.地
位
は
如
何
。

-
事
實
上
、
.コ
ン
卜
は
艾
ン
：
ゾ
モ
ン
ど
等
し
く
私
有
財
産
及
び
個
人
的
企
業
の
賛
成
者
で
あ
る
。
唯
だ
、
こ
れ
ど
同 

時
^

//
有
權
並
^
生
產
の
社
俞
的
特
質
を
强
調
す
る
。
企
業
者
.の
機
能
が
社
會
化
，せ
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
^
說
く
の 

は
、
こ
の
意
味
祀
於
て
ド
あ
る
。
'
 

コ
ゾ
ト
は
明
ら
か
化
、
共
産
主
義
、
社
會
主
義
へ
の
.社
會
の
必
然
的
發
展
を
認
め 

て
居
る
。
然
か
も
、ブ
口
レ
タ
リ
ァ
の
精
神
的
向
上
、社

#

の
知
的
改
造
を
求
め
るV

J
M

ろ
k

彼
れ
の
特
徵
が
認
め
ら 

れ
る
：の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
、

コ
シ
ト
..の
社
會
思
想
^
對
す
る
考
察
は
、
雖
然
た
る
皮
相
的
見
解
に
す
ぎ
ざ
る
も 

の
で
あ
る
力
&■
.
著

者

モ

オ

テ

A
ィ
は
、
彼
れ
を
以
て「

左
翼
に
在
る
人
1-(
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T

居
る
。
蓋
し
當
を
得
た
る
評
言
で
あ
ら
ぅ
。
猶
ほ
、

コ
ン
ト
は
、
勞
働
權
：の
確
立
を
認
め
、
搾
取
の
事
實
、
階
級
鬪

爭
の
發
生
を
論
じ
た
け
れ
ざ
も
、
其
の
科
學
的
夺
る
甚
礎
づ
け
を
全
く
怠
つ
て
居
る
。
彼
れ
，の
經
濟
學
批
判
が
極
め

て
科
學
的
な
る
^

拘
ら
ず
、
そ
の
建
設
的
勞
作
が
乙
れ
に
劣
る
こ
ど
數
倍
な
る
は
乙
の
故
で
あ
る
。

然
か
も
、
そ
の
後
の
經
濟
學
研
究
に
及
ぼ
せ
る
コ
ン
ト
の
影
響
は
蓋
し
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

コ
ン
卜

f

\
ビ

は
"

哲
學
上
^

於
て
は
兩
者
共
實
證
主
義
者
で
あ
6

、
政
策
上
化
於
て
は
極
め
て
類
似
せ
る
サ
ン
*
シ
モ
ン
主
義V

J

ベ

ン
タ
ム
主
義
を
ど
つ
て
居
る
。
素
ょ<=\、

ミ
ル
自
身
に
於
け
る
歷
史
哲
學
ど
社
會
的
相
對
性
の
槪
念
は
乙
れ
を
コ
ン

ト
R

借

-
^
た

も

の

ど

謂

ふ

べ

さ

で
あ
ら
ぅ
'0
換
言
す
れ
ば
、
ミ
ル
は
コ
ン
ト
の
思
惟
の
形
式
を
獨
自
の
硏
究
領
域

k

適
用
し
た
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
"
經
濟
學
k

關
す
る
限
へ
ミ
ル
を
以
て
コ
ン
ト
の
門
下
善
る
I

は
出
长

ぬ
。
第
一
"

ミ
ル
は
經
濟
學
の
獨
立
性
を
要
求
し
、
第
ニ
^

、
經
濟
問
題
^

關
す
る
限
ぅ
、
演
繹
的
方
法
の
必
要
を

諧
め
る
か
ら
で
あ
る
。

n 

V

ト
の
思
想v

j
最
も
關
係
深
さ
も
の
は
、
獨
乙
歷
史
學
派
の
學
說
で
あ
る
。

コ
ン
ト
は
、

社
會
的
類
型
の
進
化
を
認
め
、時
間
的
に
社
會
2:

區
別
す
る
。
然
る
^

歷
史
學
派
は
乙
の
相
對
主
義
を
觅
化
進
め
て
、

£

濟
現
象
^
於
け
る
時
間
的
#

に
空
陪
的
相
違
を
韶
め
且
つ
經
濟
學
が
推
现
の
出
發
點
を
自
利
に
來
め
る
の
狹
量 

?:

雛
じ
て
居
る
0

.

.

斯
く
し
て
、
著
者
モ
ォ
デ
ュ
ィ
は..
最
後
に
、
經
濟
學
の
進
步
^

對

す

る

コ

ン

ト

の

貢

献<£
し

て

先

づ

社

會

法

則

ド 

於

け.
る

相

對

性

の

槪

念

を

，あ

げ

る

。

素

ょ

^V、

十

九

世

紀

末̂

於
け
る
數
理
學
派
、
ォ
ー
ス
ト
リ
ァ
學
派
の
擦
頭
は 

柚
象
論
的
方
法
へ
の
復
歸
を
意
味
す
る
け
れ
ざ
も
、著
*

モ
ォ
デ
ュ
ィ
は
歷
史
學
派
の.
所
說
を.
認
，め
て
コ
シ
ト
の
貢
献 

を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
第.
ニ
の
貢
献
は
、「

自
然
的
秧
：序
J
k
對
す
る
批
判
で
あ
る
？
今
日
吾
人
は
デH

ヌ
ヮ
ィ 

千
^

於
け
る「

絕
對
的
競
爭」

、\

ス
一
グ
ィ
ア
R

於
け
る
樂
觀
論
の
現
實
的
妥
當
性
を
信
ず
る
こ
ど
は
出
來
ぬ
。
而
し 

て
第
三
の
貢
献
は
祉
會
學
的
立
場
よ
6
•す
る
經
濟
學
の
理
論
で
あ
る
。

コ
ゾ
ト
は
、
禽
の
現
象
の
游
離
的
研
究
た
る

經
濟
學
を
以
て
、
社
會
科
學
k

從
屬
せ
し
め
ん
ど
し
た
。
こ
の
試
み
は
素
ょ
ぅ
充
分
な
る
成
功
を
あ
さ
め
た
^

は
謂 

へ
ぬ
。
併
1

乍
ら
、
現
代
の
佛
蘭
西
社
會
學
派
は
、
コ
ン
ト
の
實
證
哲
學
を
*

承
し
て
具
體
的
な
る
現
實
を
硏
究
し
、
 

そ
の
法
則
を
探
究
す
る
個
々
の
社
會
科
學
の
綜
合
を
認
め
る
。
斯
く
て
、
著
者
モ
ォ
デ
丄
ィ
は
明
ら
か
k,

經
#
學
の 

獨
立
性
を
靓
め
、
猶
ほ
且
つ
經
濟
學
が
コ

ン
ト
め
方
法
論
を
雜
礎
ど
す
べ
&

を
論
じ
て
居
る
0

gく

「
嘴
濟
學
は
を 

の
假
定
的
特
質
ど
尊
大V

? :
失S

:
;

:

而
し
て
後
眞
の
科
學
ど
し
て
の
樹
立
を
看
る
で
あ
ら
う」

;
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